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水産と海洋No.27 すいさんとかいようNo.27

平成27年2月6日(金)に広島市内で，広島県立総合技術研究所水産
海洋技術センター平成26年度研究成果発表会を開催しました。
発表会は，松岡総合研究所長挨拶に続いて，当センターの技術支

援を受けて新事業に着手しているファームスズキ代表鈴木隆氏及び

極鮮王生産者グループを代表してマルタケ水産㈱社長竹内剛氏によ

る特別講演，そして当センターが開発した技術が現場でどのように

活かされているのかをテーマとした口頭発表3課題と続きました。
また会場外のロビーにポスター5課題を展示しました。
発表会には例年並みの91名の参加がありました。
参加者の内訳を見ると，官学関係者26名，漁業関係者31名，一般

企業34名と，当センターの技術活用に対して業種に関係なく万遍な
く関心が寄せられていることが解りました。また，発表会の内容に

ついてもほとんどの参加者から「分りやすかった」との感想を得て

おり，発表内容は十分に参加者に理解されたことと思います。

鮮度保持技術を活用した高品質むき身かきの商品化

極鮮王生産者グループ代表

マルタケ水産㈱社長 竹内 剛

本日は，かきの品質管理の取り組みと「極鮮王」について紹介す

る。

10年程前から、かき生産の若手後継者グループの一員として県庁
水産課や水産海洋技術センターとの情報交換会を続け、県の担当者

などと人脈もでき、かき養殖の今後について、意識するようになっ

た。

この業界で生きてゆくには、まず消費者に喜んでもらえる商品が

必要。

消費者に喜んでもらえるものというのは、水産物では高鮮度な商

品ということになる。

日本全国の人に高鮮度でおいしい広島のかきを食べてもらう方法

はないだろうかと考えていたところ、県の水産業技術指導担当か

ら，水産海洋技術センターが開発した「かきの鮮度を高く保つ技

術」を紹介された。

その技術とは，簡単に言えば，かきをむき身にした直後から直ち

に冷却する事で初期の鮮度低下を防ぎ，高鮮度を保つというもの。

この技術を取り入れるため，生産者と仲買業者が連携して取組を

はじめた。

この取組みに対して，県の技術指導担当と水産海洋技術センター

に支援していただいて取組を進めた結果，これまでにない高鮮度の

むき身かきを流通・販売することができることがわかった。

こうして商品が完成し，極めて鮮度が高い商品というところか

ら，「極鮮王」と名付け，㈱オオノで商標登録をした。

売れ行きは順調で、高く評価していただいている。

今年度はむき身生産量、生産金額ともに昨年の10倍増を目指して
いる。

本県では，かき協議会を結成し，かき品質管理マニュアルを作成

して，県全体で品質管理に取り組み、広島かきのブランド力向上に

努めており，私たちの取り組みがその一翼になればと思っている。

塩田を活用した殻付かきの養殖と殻付かきの輸出

ファームスズキ代表 鈴木 隆

かき養殖を始める前は水産関係の商社に勤めており，その後独立

してカキ等の海産物を輸出する会社を起業した。丁度その頃，大崎

上島町を訪れ，現在養殖を行っている塩田跡池に出会った。そして

この塩田跡池が「いつかは自分で養殖業を営みたい」という学生の

頃からの夢を奮い起こさせてくれた。

塩田跡池でのかき養殖を始めるにあたって，平成23年度に県庁水
産課や水産海洋技術センターに塩田でのカキ養殖について相談し，

平成24年度に水産課技術指導担当に現地指導してもらい，「塩田熟
成牡蠣小町」を作り、海外への輸出を始めた。塩田跡池特有の植物

プランクトンをかきが食べることで，身が緑色になる。緑かきはフ

ランス・マレンヌオレロン地方では，最高級ブランドとして流通し

ている。味は海で育てたかきと比べると甘くまろやかに感じにな

る。これは周囲の山々に振った雨がこの塩田跡池に湧き出すことに

よって塩分濃度がやや薄い状態に保たれていることに由来している

と思われる。

翌年の平成25年度には水産海洋技術センターでかきの人工種苗生
産技術の研修を受け，さらに水産海洋技術センターの技術的課題解

決支援事業の制度を活用して種苗生産に必要な親貝の養成をお願い

し，「塩田熟成縞牡蠣」を作れるようになった。

広島県では，首都圏における広島かきの認知向上を目的に，生産

者がこだわりの養殖方法で育てた特色あるかきについて，高品質の

かき「トップかき」としてブランド化を目指し，その中からさらに

こだわった看板商品を「プレミアムトップかき」としている。

当社の「縞牡蠣」もこの「プレミアムトップかき」に認めていた

だいた。
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肝を充実させた「フォアグラハギ®」の養殖技術と販売戦略

副主任研究員 御堂岡あにせ

ねらい

近年，長引く魚価の低迷を背景に各地で魚価向上の取り組み

がされており，特に沿岸部では地域資源として特色ある水産物

を活用した6次産業化に寄せる期待は大きい。ウマヅラハギ
（以下ハギ）は春先に定置網で大量に漁獲されるが，大量に漁

獲されるがゆえに値崩れを起こしやすく400円/kgまで値下がり
することがある。一方で養殖ハギは品質が安定しているため，

高値で取引されているものの，安定生産技術が確立されていな

い。この養殖ハギに注目し，漁獲された天然ハギを飼育して養

殖魚に仕立てるため，飼育技術を確立して生残率の改善を図る

とともに，特色ある付加価値を有した商品化を目指した。そし

てこの生産方法及び一定の規格を満たしたハギを「フォアグラ

ハギ®」の名称で商標を取得し，他の養殖ハギとの違いを明確
にした。今回は，尾道地区における取り組みを中心に漁業関係

者，市町，県行政と連携した技術移転状況と商標を活用した販

売戦略について紹介する。

概要

１ 県下におけるフォアグラハギ®養殖において必要な技術
広島県下でハギを養殖する場合，次の3つの課題を解決しなけ
ればならない。①漁獲されたハギの外傷の回復と延命技術：漁

獲された天然ハギを養殖する場合，漁法によっては外傷等に起

因した斃死や傷の悪化等の品質低下が発生する。そこで改善技

術として低塩分延命技術を活用した。②夏越技術：県下の海域

によっては30℃近い水温帯まで上昇するため，高水温対策が求
められた。そこで，高水温時用に飼料を改良することで問題を

解決した。③肝臓肥大化技術：出荷前に肝臓肥大化を行うため

飼料や環境条件を検討した。天然魚では季節によっては必ずし

も肝臓が大きくない時期においても，これらの技術の組み合わ

せることで，肝臓を肥大化させフォアグラハギ®としての出荷
を実現した。

開発した技術は，ブランド戦略を進めるためにマニュアル化

とノウハウ管理の下に，現段階では生産者と秘密保持契約締結

後，現地での実証試験を実施している。県下の生産者の競争力

を確保するため，開発した技術の優位性を保つ仕組みづくりを

検討しているところである。

２ 販売戦略

尾道地区では平成25年度より2業者がハギ養殖試験を開始
し，11～1月限定で試験販売を進めてきた。この際には商標を
活用したブランドシールを添付し，天然ハギとの差別化を行っ

ている。また，消費者アンケートを実施し，「フォアグラハギ

®」を購入した消費者の25％がリピーターであったことや，幅
広い年齢層に好まれる傾向の魚であること確認した。

今後の展開

平成26年度には赤潮被害で養殖ハギの半分が失われた。今後
は赤潮被害に関する知見の集積とともに赤潮被害を回避・軽減

する養殖システムの構築が必要である。また品質の維持など新

たな価値を付与する技術や商品化率の向上による低コスト化

等，技術移転後のフォローアップ体制が求められている。

「広島かき」養殖を支えるかき天然採苗の安定化に向けて

水産研究部 副部長 平田 靖

ねらい

「広島かき」の養殖に用いられる稚貝（以下，種苗とする）

のほとんどは，毎年夏に広島湾海域で自然発生するかき幼生を

確保したものである。他県から種苗を購入することなく，地先

の海域において養殖用種苗を安定して確保できることは本県か

き養殖産業の最大のメリットである。

1990年代以降，広島湾での種苗確保は，数年おきに必要量の

確保が困難な年が発生するなど不安定になっている。この課題

に対して水産海洋技術センターでは2005～2007年度に種苗の安

定確保のための研究「海水流動モデルを用いたかき採苗技術研

究」を実施，現状分析および安定化に向けた方策を業界団体に

対して提案した。しかし，業界ではその後の数年間採苗が順調

であったこともあり，生産者間の調整が必要なことから，その

提案の実施には至らなかった。

2013年の採苗は，シーズン終期にようやく必要量の種苗が確

保できたが，2014年は必要量の10％程度しか確保できないとい

う未曽有の採苗不良の年であった。業界では危機感の高まりか

ら採苗安定化に向けた取り組みを行う機運が高まってきた。県

庁水産課および当センターでは前述の研究成果に基づいた方策

の実施に向け，業界の取り組みを支援している。ここではこの

状況を報告する。

概要

１ 広島湾のかき採苗状況

長期的な背景として，①沖合の海域では以前と比べて餌とな

る植物プランクトンの発生が減少し，餌不足の傾向がみられる

こと，②かき幼生が沖合の海域に分布する傾向があり，天候不

順による餌不足の影響を受けやすいことがあげられる。

2014年の採苗不調は，天候不順が幼生の成育に必要な餌料プ

ランクトンの安定的な発生に影響を与えたことで，小型幼生は

出現したものの，付着期まで成育しなかったことが主な原因と

考えられる。加えて，前の出荷シーズンの終期（2014年5月～6

月頃）に浜値が高水準で推移した結果，かきの出荷が長引き，

③従来は産卵による幼生供給に寄与しているはずの親貝の現存

量が少なくなったことなどを要因のひとつとする見方もある。

２ 採苗安定化に向けた提案

かき幼生の生き残る可能性を上げるためには，幼生の分布を

餌料プランクトンが豊富に存在する海域，つまり広島湾の奥部

へと拡大させる必要がある。効率的に幼生の分布を拡大する方

法として，広島湾奥部の海域で産卵が起こるよう，産卵親貝群

として150台の筏（母貝筏）を配置することを提案した。

今後の展開

すでに，業界に対して親貝筏の具体的な配置場所および台

数，さらに親貝筏配置にともない，配置した筏では付着物の影

響等で次の出荷シーズンの生産に結び付かないリスクについて

も提示している。現在，業界内で実施に向けた調整が現在行わ

れているが，多大な負担の必要性について個々の生産者の理解

と納得がなければ調整は困難である。今後，当センターは，水

産課と連携して生産者を対象とした説明会を各地で行い，理解

と協力の拡大に努める予定である。
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新たなワクチン処理技術による養殖魚の生産

副主任研究員 永井崇裕

ねらい

魚類養殖において，ウイルスや細菌感染を予防するためのワ

クチン処理の重要性が増し，様々な水産用ワクチンが販売され

ている。希釈したワクチン液に魚を一定時間収容して免疫する

浸漬ワクチンでは，小型の魚を大量処理できる利点があるが，

体表や鰓からのワクチンの取り込み効率が低い。そこで，ワク

チンの取り込み効率を高めるために，ワクチン処理前の魚を健

常な状態で酵素処理し，浸漬ワクチンの有効性を高めることを

目的とした。今回は，この技術の概要や今後の展望について報

告する。

概要

体内へ微生物の侵入を防ぐために，体表の粘液等がバリアー

として果たす役割は大きい。しかし，このバリアー機能が逆に

ワクチンを取り込みにくくしている一因とも考えられる。本研

究では，ワクチン処理前の魚を酵素処理（プロテアーゼ溶液）

することで，体表粘液を軽度に除去し，ワクチンの取り込み効

率を高めることを試みた。

対象は，河川や養殖場で被害の大きいアユの冷水病と，養殖

場で被害が大きいヒラメのレンサ球菌症とした。安全性を事前

に確かめた条件で酵素処理した。

１ アユの冷水病に対する効果

冷水病ワクチン処理の2週間後に冷水病に感染させ，ワクチ
ンの有効性を評価した。「対照区」は免疫していない魚，「ワ

クチンのみ区」は浸漬ワクチン処理した魚，「酵素後ワクチン

区」は酵素処理後に浸漬ワクチン処理した魚で，感染実験での

死亡状況を比較した。

死亡率は酵素後ワクチン区が最も低く，酵素処理の有効性が

示された。また，酵素処理が冷水病感染に及ぼす影響を明らか

にするために，酵素処理直後および1日後に冷水病に感染させ
た。対照は酵素処理していない魚である。酵素処理直後には冷

水病の感染性が高まったが，1日後には対照区レベルの状態に
戻った。

２ ヒラメのレンサ球菌症に対する効果

冷水病ワクチンと同様に，レンサ球菌症ワクチン処理の2週
間後に感染実験を行った。ヒラメのレンサ球菌症においても，

事前に酵素処理することで，ワクチンの効果が高まることが示

された。また，冷水病感染と同様に酵素処理がレンサ球菌感染

に及ぼす影響を調べた結果，酵素処理1日後にはその影響はな
くなった。

本技術の有効性が淡水魚と海水魚で確認されたことから，多

くの魚類での有効性が期待できる。また，酵素処理による体表

粘液の除去は一時的なものであり，安全性は高いと考えられ

る。

今後の展開

本技術で用いる酵素は食品加工に用いられる酵素製剤であ

り，低濃度で効果が得られることからコスト面でも実用可能と

考えられる。また，本技術でワクチン以外の成分も魚に取り込

ませる可能性がある。本技術は特許出願され（水生生物の体内

に有効成分を取り込ませる方法，およびそれらを用いて得られ

た水生生物，特開2014-183810），国内の動物用医薬品メーカ
ーと実用化を目指した共同研究を，来年度から予定している。
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技術支援部より

主任研究員 西井祥則

研究成果は，最終的には現場で活用されることが研究の

ゴールであり，活用されない研究は研究でないと広島県立

総合技術研究所では考えています。

そこで水産海洋技術センター技術支援部では研究成果を

元に各指導業務を行っています。

一般的な技術指導の例として，センターへ直接来所され

た利用者の皆様のご相談に対して，担当研究員から直接技

術指導を行なったり，あるいは電話やメールで相談いただ

き，これに応じて技術指導を行なうといったことを行って

います。

技術相談の内容が，一般的に知られている知見や技術に

よって解決できない場合もあります。このような場合に

は，①技術的課題解決支援事業 通称「ギカジ」②依頼試

験，③設備利用，④受託研究・共同研究，⑤受入研修等で

対応させていただいています。

技術支援制度の内容については，インターネット上のホ

ームページに調査研究，技術開発の成果とともに紹介して

ありますので，参考にしていただければと思います。
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私たちは何かに取り組むに当たってさまざまな目標を立

てます。

その目標が数値目標であった場合，たいていは「平均**

％以上」のような目標になるのではないでしょうか？

ここでまず「平均値」に注目してみましょう。

平均以上のものと平均以下のものの数は平均値を境にし

ておおむね半々となります。

しかし，同じ平均値でも全体のばらつきが大きい場合と

小さい場合ではその内容は大きく異なります。当然，その

評価や次につながる課題も違ったものになります。

また，事業化を検討するに当たって，商品規格と開発目

標を同一の数値で設定してしまうと，開発した技術で生産

したもののうち半分は商品になるけど半分は商品にできな

いということになります。

つまり開発目標と製品規格は別に考える必要があり，開

発目標は，企画している製品規格よりももっと大きな数値

としなければなりません。この時，製品の性能のバラつき

が大きいと，商品化率を高めるためにはより大きな目標設

定が必要となってきます。結果として製品規格と開発目標

に大きな乖離が産まれるということになります。当然なが

ら生産される製品の性能のバラつきも大きいということに

なります

一消費者として，自分が購入したものが他人が購入した

ものと比べて劣っているというのはあまりうれしいもので

はありません。同じ金額を負担した以上は同じ性能のもの

を手に入れたいものです。

ここでバラつきを小さくするという考えが必要になって

きます。

性能のバラつきが小さくなればなるほど，商品規格と開

発目標の乖離は小さく抑えて商品化率を高めることが可能

となります。

とはいえ，性能のバラつきを完全になくすというという

ことは非常に困難です。特に生き物を対象とした場合，も

ともと個体差が大きいので，極上品ができる一方で商品に

できないような規格外品も当然のように生産されます。

消費者の中にはプレミアムな商品を求める方も少なから

ずおられますので，プレミアムな極上品に規格外品の廃棄

ロスを上乗せした価格設定を行うのも事業を検討する上で

の考え方の一つでしょうが，安定した事業を行ううえでは

同じ品質のものを大量に作れるに越したことはありませ

ん。

技術開発に係る目標の設定にあたっては，単に製品の平

均的な性能を求めるだけではなく，商品化率や性能のバラ

つき，価格設定まで含めて検討する必要があります。

「仕事で釣りをすることがあります。」

こう言うと，釣り好きの知人達から

「いい仕事だね～」

とうらやましがられます。

しかし，レジャーの釣りと仕事の釣りは別物で，人が想

像するほど気楽なものではありません。

レジャーの釣りであれば，自分の釣りたい魚を，望む場

所で，好きな道具，仕掛けで釣ることができます。

複数の魚が見えている場合には，その中から選んだ1尾
にこだわって狙うこともできます。大物を釣り損ねたら粘

ったり，時間を変えて再度チャレンジしたり，とにかく時

間も空間も自由に使えます。

一方で，仕事の釣りではこうはいきません。

まず調査範囲が決まっています。加えて，決められた限

られた時間で調査範囲内を万遍なく釣り歩かなければなり

ませんので，一か所で粘るとか，釣り逃した大物をもう一

度なんてこともできません。複数魚が見えているときに，

大物だけを選んで釣るというのもご法度です。そこに生息

している標準的な魚がサンプルとして欲しいわけなので，

故意に大物を選択すると，結果に偏りが生じることになり

ます。調査目的で釣りをしているわけですから，そもそも

釣り落とし自体が許されません。ひとたび針にかけたら絶

対に獲らなければなりません。これは大変なプレッシャー

となります。

仕事で釣りをするというのは，釣り好きにとってはとて

もストレスの溜まる作業なのです。

このように，自由の無いストレスの溜まる仕事の釣り

も，形のある成果となって日の目を見ることがあるからこ

そ，続けられるのです。

-5-



水産と海洋No.27 すいさんとかいようNo.27

第51回広島県錦鯉品評会

平成26年11月3日に，呉ポートアピパークイベ

ント広場で，第51回広島県錦鯉品評会が開催さ

れました。

品評会には11品種16部門に計685尾の出品があ

りました。

会場には国内だけでなく海外からの愛好家も

多く来場されており，海外での錦鯉人気も確実

に定着しつつあるようです。

軍事施設の名残

当センターは，第二次世界大戦中に軍事施設だった場所に立地しており，当時の名残が場内にまだい

くつか残っています。

平成26年11月10日に，大和ミュージアムによる調査が行われ，今も残っている赤レンガの建物，護

岸，係留設備等について，戦時中の資料と照らし合わせて確認が行われました。

音戸中学校職場体験

音戸中学校の生徒2名が職場体験されました。

平成26年8月20日～22日，28日，29日の計5日

にわたり，試験研究の支えとなる様々な作業を

経験していただきました。
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行事記録

7月 1日 アユ種苗生産・中間育成技術検討会 広島市

7月 3日～4日 瀬戸内海ブロック水産試験場長会 大阪府

7月10日 品質工学研究会 広島市

7月11日 品質工学研修会 福山市

7月17日 拠点漁協養殖研修会 大竹市

7月18日 品質工学研修会 広島市

7月24日 特許検索セミナー 広島市

7月28日～30日 有害プランクトン遺伝子検出研修 愛媛県

7月29日 環境関係研究開発総合連携会議 広島市

7月31日 江田島市水産物販売推進協議会総会 江田島市

8月 1日 種苗生産者組合総会 広島市

8月 8日 特許検索セミナー実習 広島市

8月12日 かき協議会 広島市

8月13日 かき採苗情報交換会 広島市

8月21日 栽培漁業推進検討会 広島市

8月22日 資源評価会議 広島市

8月28日 栽培漁業推進検討協議会 広島市

8月29日 かき生産対策協議会 広島市

9月 2日～3日 内水面魚類貿易会議 山口県

9月 8日 広島県カワウ対策協議会 広島市

9月10日 サワラ検討会 神戸市

9月11日～12日 瀬戸内海，四国ブロック魚病検討会 高知市

9月11日 種苗配布会議 広島市

9月12日 広島県種苗生産者組合研修会 呉市

9月25日 かき採苗不調検討会 広島市

10月 1日 かき生産対策協議会役員会 広島市

10月 2日 かき人工採苗説明会 広島市

10月 3日 かき身入り判定会議 広島市

10月 7日 アサリ資源増殖勉強会 尾道市

10月 9日 栽培漁業推進検討協議会 広島市

10月10日 新規漁業就業者研修会 広島市

10月14日 水産業多面的機能発揮対策検討会 広島市

10月24日 太田川水系漁業振興協議会 廿日市市

10月27日 定例海事懇談会 呉市

11月 3日 広島県錦鯉品評会 呉市

11月10日 カタクチイワシ資源評価担当者会議 廿日市市

11月11日～12日 トラフグ全国協議会 広島市

11月12日～13日 瀬戸内海ブロック合同会議 広島市

11月13日 かき生産対策協議会 広島市

11月14日 全国場長会 岐阜県

12月 4日～5日 漁場環境保全推進会議 潮・貝毒部会 広島市

12月 5日 アユ中間育成担当者情報交換会 呉市

12月 9日 瀬戸内海ブロック水産業推進会議 広島市

12月11日～19日 養殖衛生管理技術者研修 東京都

12月15日 かき生産対策協議会役員会 広島市

12月16日 内水面情報交換会 広島市

12月16日 南海・瀬戸内海洋調査技術連絡会 広島市

12月17日 トラフグ資源管理検討会義

12月18日 アユ種苗配布会議 竹原市

12月19日 種苗生産配布会議 広島市

12月19日 広島湾研究集会 広島市

来所者記録

7月 3日 広島大学

7月11日 広大付属東雲中学校

7月14日 三原市立沼北小学校

7月14日 広島市立大学

7月14日 卜部産業株式会社

7月17日 もみじ銀行

8月20日～22日 呉市立音戸中学校

8月24日 呉市立音戸中学校

9月 5日 呉市立音戸中学校

11月10日 大和ミュージアム

11月11日 次世代産業課

11月11日 三重県

11月12日 波多見保育所

11月18日 波多見小学校

11月27日 広島消費者協会

11月27日 内閣府食品生活委員会
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